
Town Topics まちの話題

　11月7日（金）・21日（金）、豊浦町アイヌ文化情報発信施設「イコリ」にて、アイヌ文化継承事業が開催され
ました。
この事業は、アイヌ文化を伝承できる人材が少なくなってきていることから、儀式で使用する祭具の作り
方を学び、自前で儀式の準備を行えるようにするものです。
　当日は、新ひだかアイヌ協会の澤田一憲さんを講師に招き、北海道豊浦アイヌ協会会員7人が受講しま
した。
　祭具のイナウ（木幣）はヤナギを使用。イナウの種類や意味を学びながら小刀で削り制作していました。

　11月5日（水）、北海道虻田高等学校２年生が、職業観・勤労観の育成を目的に豊浦町役場でインターン
シップを行いました。
　当日は、役場職員による業務紹介のほか、コミュニティバ
スに乗車して利用者アンケート調査に取り組み、地域交通
の現場を体験しました。また、防災行政無線の操作体験や、
豊浦小学校児童の交通安全見守り活動にも参加し、どの活
動にも熱心に取り組む様子が見られました。
　参加した生徒からは、「町の暮らしを支えている仕事を知
ることができ、とても勉強になった」との感想が寄せられ、
行政への関心を深める一日となりました。

文化の継承に力　北海道豊浦アイヌ協会で祭具の制作

高校生が豊浦町役場で就業体験

▲専用の小刀を使用し木を削り、イナウを制作する参加者
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